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【抄 録】 

本研究では，野球未経験者の練習に応用する知見を得ることを目的に，ティーバッティングと素振りの

バットスイングの分析を行った．本格的な野球やソフトボールの経験のない一般大学生および大学院生

9 名 (年齢 20.8 ± 2.3 歳，身長 174.1 ± 6.6 cm，体重 65.4 ± 11.0 kg) を被験者として，ティースタ

ンドを使用して静止したボールを打つティーバッティングと，ティーバッティングで打ったボールと同じ位置

を狙ってバットを振る素振りをそれぞれ 10 本行わせた．それぞれの試技をハイスピードカメラ (1000fps) 2

台で撮影し，映像から，バットとボールの 3 次元座標を算出した．バットスイングのスピード，インパクト時

のボール中心とバット芯の距離(インパクト位置)の ball-x 座標（バット長軸方向）と，ball-z 座標（バット短

軸方向)の平均値・標準偏差，自己評価の点数をティーバッティングと素振りで算出し，対応のある t 検

定を用いて比較した．スイングのヘッドスピードの平均値，および標準偏差では，ティーバッティングと素

振り間に有意差は認められなかった．インパクト位置の平均値（正確性）は ball-x 座標，ball-z 座標とも

有意差は認められなかった．インパクト位置の標準偏差（再現性）は ball-x 座標 ，ball-z 座標 ともに素

振りの方がティーバッティングに比べて有意に大きくなった(p < 0.01)．インパクト位置の標準偏差がティ

ーバッティングに比べ，素振りでは約 2 倍となるという結果から，未経験者にとっては目標となるボールの

あるティーバッティングでは素振りに比べてバットスイングが安定することが明らかになった．野球未経験

者が，バットスイングを安定させることを目的として素振りを行う場合には，目標とする位置がわかる状態

で行うことが重要であると示唆された． 
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